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あけましておめでとうございます 
「今年は午年に該当します。前進性・推進力を

象徴する午は、本校の年間計画においても『前
進』『加速』『最適化』をキーワードに設定するこ
とが合理的です」 

……ここまで読んで、違和感を覚えられたの
ではないでしょうか。実はこれ、AI が作成した
文章です。わずか 1 秒で整った文を作る AI の技
術には驚かされますが、どこか私らしくない響
きがあります。AI を使いこなすにも、最後は使
い手の「語彙力」と「思考力」が問われるのだと
痛感します。私自身、そして教職員も学生も、今
年は改めてこの二つの力を磨き上げる努力を続
けていきたいと思っております。 

さて、仕切り直しです。 
午（うま）は、勢いよく駆け抜ける力や、物事

が大きく成長する節目を象徴すると言われてい
ます。本校にとっても、今後 10 年、20 年に向け
て大きく歩みを進める 1 年にしたいと考えてお
ります。 

その歩みの一つ目が、日本語教育機関認定校
への挑戦です。これまで積み重ねてきた教育の
質をさらに高め、選ばれる学校となるために、教

職員一同、全力を尽くしてまいります。この挑戦
は、私たちの教育理念を見つめなおし、よりよい
学校づくりへとつながる大切な機会になると確
信しています。 

また、二つ目として、2021 年から続けてきた
地域日本語教育（東京都北区日本語教室）におい
ても今年は、大きな転換点となります。このた
び、正式に北区より業務委託を受けることにな
りました。 

地域に貢献し、地域とともに成長する学校の
姿を、より具体的な形として示していきたいと
考えています。 

世界では依然として戦争や対立が続いていま
す。学生たちや地域の人たちが国籍を問わず互
いに尊重し、活躍していく中で生まれる平和の
心を大切にしながら、私たちは、よりよい教育を
追及してまいります。 

本年も皆様のご理解とご協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。 

校長 山口 閑子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋空のもと、鎌倉遠足 10 月 10 日、全校で鎌倉へ。北鎌倉駅から、寺巡りコースとハイキングコースの 2 班に分かれ、合

流地点の高徳院(大仏)を目指しました。寺巡りコースは円覚寺、建長寺、鶴岡八幡宮を訪ね、江ノ電に。ハイキングコースは源

氏山公園、銭洗弁財天を経ながら、山道歩きをたっぷり楽しみました。 
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学習院大から教育実習生 

10 月 14 日から 24 日の 9 日間、学習院大学 4 年の新

井遥貴さんと大竹碧さんが、教育実習を行いました。 

学習院大学からは 20 年近くにわたって実習生を受

け入れてきていますが、文部科学省が認定する登録実

践研修機関・登録日本語教員養成機関の制度制定後は

初めてとなります。 

★ ★ ★ 

実習で得た未来へのヒント 

 

 

 

 

新井 遥貴 

 

JET 日本語学校での教育実習は、日本語の授業に

対する考え方を見つめ直し、将来の自分のあり方に

ついて改めて考える貴重な機会となりました。 

これまでの実習では授業外で学習者と多くの時

間を過ごし、彼らが日本語で一生懸命に自分の考え

を伝えようとする姿が印象に残っていました。その

経験から、日本語の授業では「活発さ」や「自由さ」

が大切だと感じていました。しかし今回の実習では、

学校という環境で学ぶ学生と接し、先生方の熱心な

授業を拝見する中で、学習者が文法や発音の「正し

さ」を身につけることの重要性、そして教師がそれ

を丁寧に指導する責任を実感しました。JET での経

験があったからこそ、日本語教育の原点に立ち返り、

基礎を大切にする意義を再認識できたと思います。 

4 月からは予備校の職員として働く予定です。日

本語教育の道からはいったん離れますが、教育に関

わるという点では変わりません。今回の実習では

JET で学ぶ学生たちの多様な背景や将来の目標に

ついて話を聞く機会がたくさんありました。学生た

ちとの対話を通じて、一人ひとりのそれまでの歩み

と将来像をイメージすることで、相手をより深く理

解し、信頼関係を築くことができると感じました。

また、ある学生から「母国で日本人の友人ができた

ことをきっかけに日本語を学び始めた」と聞きまし

た。母国を離れ日本で学ぶその行動力に感銘を受け

るとともに、ひとりの存在が他者の人生を動かす力

を持つということを実感しました。そして、私自身

も誰かに勇気や自信を与え、心を動かせる存在にな

りたいと強く思いました。そのために今後も学びや

経験を重ね、自分の言葉に説得力と責任を持てるよ

う努力を続けていきたいと思います。 

最後に、温かくご指導くださった JETの先生方、

そして多くの学びを与えてくれた学生のみなさん

に、心より感謝申し上げます。ありがとうございま

した。 

★ ★ ★ 

学び続けることへの決意 

 
 

 

 

大竹 碧 

 

この度は、学期初めのお忙しい中、９日間にわた

る実習を受け入れていただき誠にありがとうござ

いました。実習期間中には、ＡクラスからＩクラス

まで、様々なレベルの授業を見学させていただき、

２回の教壇実習の機会を設けていただきました。 

これまでも海外研修先で大学の日本語学科の学

生や、学習院大学に在籍している留学生と交流した

ことはありましたが、日本語学校で学生と交流する

ことは初めての経験でした。授業外の時間に、英語

母語話者の学生と中国語母語話者の学生が、リンガ

フランカとして日本語を話している様子を見られ

たことは、多様な国籍の学生が共に学ぶ日本語学校

ならではの経験であったと感じています。 

教壇実習や授業見学の際には、机間巡視もさせて

いただきました。学生からの鋭い質問は、改めて自

分の日本語を問い直す貴重な機会でした。純粋に学

びに向き合う学生の視点から、自分自身もまた学び

続けることができるのは、教師という仕事のやりが

いの一つであると感じました。加えて、教壇実習を

終えて、アクセントやイントネーション、拍など音

声面の指導の重要さを実感いたしました。大学での

日本人を相手とした模擬授業や、中学校で行った国

語科の教育実習では意識したことがなかった点で、

日本語教育の現場だからこそ得ることのできた気

付きだと思います。 

私は卒業後、中高の国語科教員となります。一度

日本語教育の道からは離れますが、この実習で得た

気付きや学びを活かして、外国籍の生徒を支援でき

る存在になりたいと強く思いました。改めまして、

JET 日本語学校の先生方、そして学生のみなさん、

9 日間大変お世話になりました。この実習でいただ

いた温かいご縁を胸に、一社会人として、一日本語

母語話者として、これからも日々学び続けていきま

す。 
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 学 校 日 誌 

●10月7日 漢字クラスのプレースメントテスト。

翌週 14 日からレベル別 6 クラスに分かれて授業ス

タート。 

 

●10 月 9 日 早稲田大学稲門祭にて、WIC(早稲田

大学国際学生友好会)の大学生と屋台を出店。 

 

●10 月 10 日 秋の遠足(鎌倉) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●10 月 14 日～24 日 学習院大学から教育実習生

2 名(新井遥貴さんと大竹碧さん)を受け入れ。 

 

●10 月 17 日 よむよむ会スタート。放課後、各自

が自由に本を読む場に、約 20 人が集合。 

 

●10 月 23 日 JLPT チャレンジ模試。D クラスの

李欣穎さん(香港)が N1 級レベルで校内トップ。  

 

●10 月 27 日 今期第 1 回目の就職セミナー(ガイ

ダンス)。 

 

●11 月 8 日 北区中央公園文化センターで、山口

校長によるボランティア養成講座。初級 H、I クラ

スから 10 名が学習者役として参加、地域の方々と

交流。 

 

 

●11 月 9 日 日本留

学試験(EJU)を 19 名

が受験。 

 

●11 月 9 日 東洋大

学(北区)で、健康スポ

ーツ科学部・健康ス

ポーツ科学科の学生

と交流。24 名が参加。 

 

●11 月 10 日 ㈱パッションジャパンから講師を

招き、今期第 2 回目の就職セミナー。 

 

●11 月 10 日 WIC のイベント「日本教室」に 5

名参加。 

 

●11 月 10 日 来期進学科に進む学生を対象に、英

語と数学の基礎学力テスト。この結果をもとに 12

月 1 日から数学の予備授業スタート。 

 

●11 月 28 日 大学院研究計画発表会。すでに修士 

課程合格を果

たした学生も

含め 8 名が教

師たちの前で

発表。来期進学

科生も聴講。 

 

 

●11 月 30 日 

滝野川上町親和会に

よる町内もちつき大

会に 21 名が参加。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←銭洗弁財天 

で 

←建長寺で座 

禅体験 
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●12 月 1 日 北とぴあで開催された「企業と学校法人

との情報交換会」(主催:東京商工会議所北支部)に 3 名

参加。 

 

●12月 7日 日本語能力試験(JLPT)。N1を 35名、N2

を 21名など、のべ74名が受験。結果発表は 2月中旬。 

 

●12月7日 留学生ホームビジット(主催:板橋区文化・

国際交流財団)に 5 名参加。板橋区内のご家庭を訪問し

交流。 

 

●12 月 8 日 桜美林大学から教育実習生 2 名(小汲唯

奈さんと池田結羽さん)を受け入れ。小汲さんは全盲な

がら、池田さんと息の合ったチームティーチングで、生

き生きとした教壇実習を見せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●12 月 8 日 東商北支部から企業経営者 8 名を迎

え、就職希望学生17名と意見交換会。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●12月 9日 漢字進級テストで満点合格 3名。2級クラ

スの Sriwiboonrattana Kanoknapatさん(タイ)とTheresa 

Gracelynn Tedjaseputeriさん(インドネシア)、3級クラス

の王苡安さん(台湾)が次週から 1 級クラスへ。王さんは

飛び級です。 

 

●12 月 10 日 東京芸術劇場で行われた文楽鑑賞教室

に 9名参加。演目は『国性爺合戦』など。 

 

●12月15日 桜美林大学の教育実習生と交流会。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●12 月 17 日 進学クラスが東洋大学(北区)にて交流

会。A、B、Cクラスから 46名が参加。 

 

●12 月 18 日 北区西ふれあい館にて大忘年会。学生

143名、教師 19名に、大学生 8名も加わり、手作り料

理、特技披露、ゲームなどで楽しい時間を過ごしました。 

後援会からの

補助もいただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↖ ＭＣを務めた A、C、D
クラスの学生たち 
 
←みんなで 20 種類くら
いの料理を作りました。
手作り料理は、やっぱり
美味しい! 
 
↓Kポップに合わせてダ
ンス 


